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一般質問（要旨）

　

本
委
員
会
（
西
條
昌
良
委
員
長
）
で
は
、
こ

れ
ま
で
に
九
回
の
委
員
会
を
開
催
し
、
震
災
か

ら
の
復
興
と
元
気
な
い
ば
ら
き
づ
く
り
の
た
め

の
諸
方
策
に
つ
い
て
調
査
、
検
討
を
進
め
て
い

ま
す
。
三
月
十
五
日
の
委
員
会
で
は
、
最
近
の

工
場
立
地
の
動
向
や
震
災
後
の
社
会
経
済
情
勢

な
ど
を
踏
ま
え
た
企
業
誘
致
の
取
組
に
加
え
、

新
た
な
企
業
立
地
補
助
金
や
茨
城
産
業
再
生
特

区
計
画
の
効
果
的
な
活
用
方
向
な
ど
に
つ
い
て

調
査
し
た
ほ
か
、
国
の
新
成
長
戦
略
な
ど
を
踏

ま
え
、
今
後
需
要
の
拡
大
が
見
込
ま
れ
る
成
長

分
野
（
次
世
代
自
動
車
、
環
境
・
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
、
健
康
・
医
療
機
器
、
食
品
）
へ
の
中
小

企
業
の
進
出
支
援
の
取
組
と
大
手
企
業
と
の
交

流
促
進
な
ど
今
後
の
方
向
に
つ
い
て
調
査
を
行

い
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
復
興
・
元
気
な
い
ば
ら
き
づ
く
り
調
査
特
別
委
員
会

企
業
誘
致
、中
小
企
業
の
成
長
分
野
へ
の
進
出
支
援
に
つ
い
て
活
発
に
議
論

萩
原
勇
議
員
（
自
民
）

元
気
な
活
力
あ
る
本
県
の
姿

を
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
露
出
す

る
こ
と
で
、
本
県
の
安
全
性

の
Ｐ
Ｒ
に
も
一
役
買
え
る
。

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
へ
の
露
出
拡

大
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

理
事
兼
政
策
審
議
監　

テ
レ

ビ
の
情
報
番
組
と
の
タ
イ

ア
ッ
プ
に
よ
る
露
出
拡
大
な

ど
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
積
極
的

か
つ
効
果
的
に
活
用
し
、
安

心
安
全
に
係
る
情
報
は
も
と

よ
り
茨
城
の
元
気
な
姿
や
魅

力
を
全
国
に
発
信
し
て
い
く
。

議
員　

平
成
三
十
一
年
茨
城

国
民
体
育
大
会
で
優
勝
を
目

指
す
た
め
、
十
二
分
に
力
を

発
揮
で
き
る
選
手
育
成
と
と

も
に
ト
レ
ー
ナ
ー
の
効
果
的

な
活
用
も
必
要
で
あ
る
が
、

今
後
ど
う
進
め
る
の
か
。

教
育
長　

二
十
四
年
度
に
設

置
す
る
国
体
開
催
の
準
備
委

員
会
に
専
門
委
員
会
を
設
け
、

競
技
力
向
上
の
具
体
策
検
討

の
中
で
県
体
育
協
会
や
各
競

技
団
体
の
意
見
を
聞
き
つ
つ
、

ト
レ
ー
ナ
ー
の
活
用
方
策
も

検
討
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
公
共
交
通
機
関

の
利
便
性
向
上
、
将
来
を
担

う
子
ど
も
た
ち
へ
の
支
援
の

拡
充
、
県
道
美
浦
栄
線
バ
イ

パ
ス
の
北
伸
な
ど
も
質
問
）

先
﨑
光
議
員
（
自
民
）

東
海
第
二
発
電
所
の
再
稼
働

が
問
わ
れ
る
中
、
国
の
原
子

力
防
災
指
針
見
直
し
に
合
わ

せ
、
立
地
市
町
村
に
加
え
近

隣
市
町
村
も
こ
れ
ま
で
の
対

応
で
は
不
十
分
と
考
え
る
が
、

県
や
市
町
村
の
対
応
は
。

知
事　

国
が
示
し
た
Ｕ
Ｐ
Ｚ

の
案
で
は
、
原
発
か
ら
三
十

キ
ロ
圏
内
の
市
町
村
も
避
難

計
画
な
ど
が
必
要
で
、
今
後

国
か
ら
示
さ
れ
る
避
難
の
基

準
や
指
標
を
見
な
が
ら
、
県

が
中
心
と
な
り
広
域
的
な
対

応
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
。

議
員　

風
評
被
害
に
苦
し
む

中
、
国
の
原
子
力
災
害
周
辺

地
域
産
業
復
興
企
業
立
地
補

助
金
や
、
現
在
申
請
中
の
茨

城
産
業
再
生
特
区
制
度
を
、

ど
う
活
用
し
、
企
業
誘
致
上

位
県
の
復
活
を
図
る
の
か
。

理
事
兼
政
策
審
議
監　

本
補

助
金
は
土
地
の
ほ
か
、
建
物

や
設
備
も
対
象
と
し
、
最
大

25
％
補
助
と
大
変
優
位
。
地

域
に
よ
っ
て
は
特
区
制
度
に

よ
る
税
の
特
例
の
併
用
な
ど

割
安
感
を
一
層
伝
え
、
一
件

で
も
多
く
立
地
に
つ
な
げ
る
。

（
ほ
か
に
、
教
科
書
の
選
定
採

択
の
あ
り
方
、
茨
城
農
業
の

担
い
手
育
成
な
ど
も
質
問
）

川
口
政
弥
議
員
（
自
県
ク
）

若
草
大
橋
は
、
利
根
町
と
千

葉
県
栄
町
を
つ
な
ぐ
利
根
川

に
架
か
る
道
路
橋
で
あ
る
。

有
効
活
用
す
る
た
め
に
は
ア

ク
セ
ス
道
路
の
整
備
が
不
可

欠
で
あ
る
が
、
利
根
町
側
と

千
葉
県
側
に
つ
い
て
ア
ク
セ

ス
道
路
の
整
備
状
況
は
。

土
木
部
長　

利
根
町
側
の
美

浦
栄
線
バ
イ
パ
ス
で
は
用
地

取
得
が
ほ
ぼ
完
了
し
全
区
間

で
地
盤
改
良
工
事
を
実
施
し

て
い
る
ほ
か
、
二
十
四
年
度

は
新
利
根
川
の
橋
り
ょ
う
工

事
に
着
手
す
る
。
千
葉
県
側

で
は
、
概
略
ル
ー
ト
案
の
策

定
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

議
員　

街
全
体
を
会
場
と
し

た
合
同
コ
ン
パ
「
街
コ
ン
」

は
、
駅
前
や
中
心
商
店
街
に

若
者
を
呼
び
戻
し
、
街
の
再

生
に
つ
な
が
る
。
県
は
ど
う

支
援
し
て
い
く
の
か
。

商
工
労
働
部
長　

街
コ
ン
の

開
催
と
あ
わ
せ
て
、
商
店
街

が
一
丸
と
な
っ
て
行
う
特
色

あ
る
取
り
組
み
に
対
し
助
成

す
る
ほ
か
、
必
要
に
応
じ
て

街
コ
ン
の
企
画
・
運
営
に
対

し
、
応
援
チ
ー
ム
の
派
遣
な

ど
を
行
っ
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
少
子
化
対
策
、

農
業
の
担
い
手
確
保
、
相
野

谷
川
の
整
備
な
ど
も
質
問
）

飯
岡
英
之
議
員
（
自
民
）

総
合
特
区
制
度
は
、
我
が
国

産
業
の
国
際
競
争
力
の
強
化

が
大
き
な
目
的
の
一
つ
と
理

解
し
て
い
る
が
、
今
後
、
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
を
進
め
て
い
く
の
か
。

企
画
部
長　

次
世
代
が
ん
治

療
、
生
活
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
、

藻
類
バ
イ
オ
マ
ス
、
世
界
的

ナ
ノ
テ
ク
拠
点
の
四
つ
の
先

導
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進

と
、
産
学
官
の
連
携
体
制
を

構
築
し
、
つ
く
ば
国
際
戦
略

総
合
特
区
の
推
進
を
図
る
。

議
員　

豊
か
な
自
然
・
史
跡
、

最
先
端
の
研
究
施
設
群
な
ど
、

つ
く
ば
市
が
有
す
る
地
域
資

源
を
活
用
し
た
教
育
旅
行
の

誘
致
な
ど
、
つ
く
ば
地
域
を

中
心
と
し
た
観
光
振
興
を
ど

う
進
め
る
の
か
。

商
工
労
働
部
長　

日
帰
り
観

光
の
定
着
に
重
点
的
に
取
り

組
む
ほ
か
、
宇
宙
に
関
す
る

学
習
や
筑
波
山
で
の
自
然
観

察
な
ど
、
教
育
旅
行
に
適
し

た
メ
ニ
ュ
ー
を
教
育
機
関
や

旅
行
会
社
な
ど
へ
提
案
し
て

い
く
。

（
ほ
か
に
、
県
道
藤
沢
荒
川

沖
線
バ
イ
パ
ス
の
整
備
、
上

河
原
崎
・
中
西
地
区
に
お
け

る
圏
央
道
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
構

想
な
ど
も
質
問
）

（
分
割
質
問
方
式
）

マスメディアへの露出拡大を
（テレビ朝日毎週金曜日 10:50 ～）原子力防災訓練における市町村との TV会議

アクセス道路の整備が進む若草大橋

阿見東部工業団地に立地する
雪印メグミルク新工場の完成イメージ

生活支援ロボット例
（サイバーダイン社 HAL）

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
へ
の
露
出
拡
大
の
取
り
組
み
は

積
極
的
・
効
果
的
に
活
用
し
情
報
を
全
国
発
信

近
隣
市
町
村
の
原
発
事
故
対
応
は

避
難
計
画
な
ど
広
域
的
な
対
策
が
必
要

若
草
大
橋
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
の
整
備
は

美
浦
栄
線
バ
イ
パ
ス
な
ど
を
整
備

つ
く
ば
国
際
戦
略
総
合
特
区
へ
の
取
り
組
み
は

産
学
官
の
連
携
体
制
を
構
築
し
推
進
を
図
る


